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あなたの町でもザリガニほいほい？！ 

～アメリカザリガニの遡上特性を利用した新しい駆除方法の開発～ 

 

佐々木宏展・久加明子・清水洋平・石田裕子・大澤剛士・戸田京嗣・立木裕貴 

（ひとはく連携活動グループ 水辺のフィールドミュージアム研究会） 

 

はじめに 

 水辺のフィールドミュージアム研究会では、2007年度より安価で簡便・誰でも実践可能な小さな自

然再生の手法確立を目指して活動を継続している。第 4回共生のひろばでは、「ソーラーパネルと小型

ポンプを用いた簡易魚道の設置方法」を、第 5回共生のひろばでは、「竹筋コンクリート水制のつくり

方」を提案した。今回は、アメリカザリガニの遡上特性を利用した新しい駆除方法を提案する。日本

におけるアメリカザリガニ（Procambarus clarkii）は、教材利用やザリガニ釣りといった文化的な歴

史の積み上げがあるものの、今日では侵略的外来種の一種として位置付けられており、要注意外来生

物に選定されている。様々なかたちで在来生態系に多大な影響を及ぼすことが明らかになってきてい

ることから、効果的な駆除の方法の確立が求められている。しかしながら、多くの手法が提案されて

いるものの、混獲・費用対効果などの課題の解決には至っていない。今回の話題は、この課題を解決

する可能性がある駆除方法の確立を目的として、実験的な装置の仕組みとその結果を紹介する。また、

その結果に基づいて、フィールドへの設置方法の提案を行いたい。 

 

方法 

 野外および室内で簡易の遡上実験を実施し

た。野外では、上流部にカゴを設置し、下流部

には、アメリカザリガニを入れたトレーを設置

し、木製の簡易水路で接続した（図１）。（野外

では電源が得られないため、木製水路にはソー

ラーパネルの電源を用い、水中ポンプを可動さ

せた後、上流部より流水を発生させ、遡上個体

数を計数した。また、室内実験では、同様の装

置で、室内電源によりポンプ駆動にさせ、流水を発生させた後、１）明所・２）暗所下における遡上

個体数を計数した。 

 

まとめ 

 本実験おいて、室内・野外ともにアメリカザリガニは流水に反応し、遡上することがわかった。ま

た、室内における遡上実験では、暗所において明所よりも遡上個体数が多かった。これらの結果から、

現場における立地条件にあった水路を設置し、流水を発生させれば、ザリガニを効果的に駆除するこ

とが可能であることが示唆された。今後は、効果的な駆除を実現するために、多くの個体が遡上する

条件を明らかにした後、現場に導入し、駆除を実践していく予定である。 

 

図１．野外における実験装置の模式図。室内の場合は、室内電源

を用いる。 
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